
公益社団法人宇都宮青年会議所	 

２０１４年度	 第８回	 理事会	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

日	 時：２０１４年	 ８月	 ２７日（水）１９：００～２１：３０	 

場	 所：コンセーレ	 	 

出席者：	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

（	 	 理	 	 	 事	 	 	 	 長	 	 ）	 ：村上(敬称省略	 以下同)	 
（	 	 直	 	 前	 理	 事	 	 長	 	 ）	 ：	 

（	 顧	 	 	 	 	 	 	 	 	 問	 	 ）	 ：	 

（	 副	 理	 事	 	 長	 	 ）	 ：朝田、木村(英)、福田(之)、小瀧、須山	 

（	 	 専	 	 務	 理	 	 事	 	 ）	 ：中島(崇)	 

（	 	 監	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 事	 	 ）	 ：黒川、澤畑、飯野	 

（	 	 担	 当	 常	 任	 理	 事	 	 ）	 ：林、金	 
（	 	 全国大会招致会議議長	 	 ）	 	 :	 羽石	 

（	 会	 員	 拡	 大	 会	 議	 議	 長	 	 ）	 ：太城	 

（	 	 協働連携特別会議議長	 	 ）	 ：篠﨑	 

（	 	 法令会計審査会議議長	 	 ）	 ：廣田	 

（	 事	 務	 局	 長	 	 ）	 ：橋本	 

（	 委	 	 員	 	 長	 	 ）	 ：飯沼、新妻、豊﨑、中島(晴)、木村(武)、相馬	 
鈴木(善)	 

（	 	 副	 	 議	 	 長	 ）	 ：宮林、渡邊、八木、髙松、山田、福田(弘)、	 

安野	 

（	 副	 	 委	 	 員	 	 長	 	 ）	 ：横島、梅田、岡田、船見、青木	 

	 

	 

１．開会宣言	 	 	 	 	 	 	 	 ＜中島(崇)＞（役職名省略	 以下同）	 

	 

２	 ＪＣＩクリード唱和	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＜八木＞	 

	 

３．ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和	 ＜船見＞	 

	 

４．ＪＣ宣言朗読並びに綱領唱和	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＜横島＞	 	 

	 

５．関東地区宣言唱和	 	 	 	 	 	 	 ＜福田(弘)＞	 

	 

６．出席者の確認	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＜橋本＞	 

出席理事名	 ３０／３３名	 	 

	 

７．議事録作成人並びに議事録署名人の指名	 	 	 議事録：＜総務委員会＞	 

議事録署名人：村	 上	 正	 高	 

黒	 川	 崇	 

澤	 畑	 敦	 史	 

飯	 野	 貴	 道	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

８．前回議事録の確認	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＜中島(崇)＞	 

	 

９．議題並びに資料の確認	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＜橋本＞	 

	 



１０．理事長挨拶	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＜村上＞	 

	 

	 まずは第８回の理事会に多くの理事の皆様にお集まりをいただきましたことに関して、感

謝を申し上げるところでございます。また早い時間から今日も当たり前のようにご設営をい

ただきました総務委員会の皆様、本当にありがとうございます。	 

	 いよいよ８月、宮まつりも終わりまして、本年度の終着点というのが見えはじめてきた季

節になってまいりました。まず宮まつりにおきましては、私個人としては晴れてくれてよか

ったというところですが、福田副理事長、金常任、そして何より鈴木委員長をはじめとする

宮まつり委員会の皆様、本当にリードをしていただき、チャレンジもしていただきましたし、

本当によい宮まつりになったと思います。本当に感謝を申し上げたいと思います。そしてそ

の大きな事業、多くの市民を巻き込む事業に多くのメンバーが真剣に２日間向き合っていた

だきました。本当にありがとうございます。そしてその宮まつりの最中、わんぱく相撲全国

大会のほうにも相馬委員長をはじめ朝田副理事長にも行っていただいたのですが、そこでも

本当に子どもたちが快挙といえるような戦いを三回戦までいったのです。近年では本当に素

晴らしい成績を今年おさめることができたということに関しましては本当に嬉しく感じま

すし、土曜日に陽南道場で稽古をした成果、それを支えてくれた委員会のメンバーの皆様の

おかげだと思っておりますし、青少年育成という観点で、わんぱく相撲は本当に素晴らしい

ものだなと思いますし、これがきっと来年以降にも、今年のわんぱく相撲というのは必ず広

がっていくというふうに私も確信をしました。ありがとうございました。	 

	 今日ですね、この時期ということで皆様方にちょっとお話をさせていただきたい。これは

正副でも常任でも少しお話をさせていただきましたので、各担当の副理事長の皆様から伝わ

っているのかなと思いますけれども、今議案書とかにも添付をしていただいておりますが、

皆様それぞれ委員会の事業計画やフローチャートの色塗りをしていっていただいていると

思います。終わった部分、今進捗途中の部分、そしてこれからやる部分ですね。これを是非、

委員長の皆様方はこの時期にもう一度見直していただきたいと思うわけであります。皆様方

それぞれが作った事業計画ですし、それを１年でしっかりとまっとうする、これが非常に大

切であると思います。また、１２月３１日まで是非貪欲にそれぞれの役割というのをまっと

うしていただきたいなと思っています。事業が終わって、今年終わりだというふうに思わな

いで、今年の委員会の活動をいかに来年に繋げていけるか、来年のために準備しておくこと

を検証する部分、まだまだ議案書が終わったとしても、委員会の皆様で是非話し合って、た

とえば来年の同じ事業を担当する、関連する事業を担当する委員長に渡せる、そんな資料を

作るというのも今年の委員会メンバーがさらに活発になると思いますし、何より真摯に最後

まで役割を全うするというのが非常にＪＣにおいては大切だと思いますので、是非ご検討を

いただきたいなと思うわけであります。所信にも書かせていただきましたが、ＪＣを個人の

機会と捉えるのであれば、やはりその毎年いただいた役割を演じきるというのが大切であっ

て、そのことが皆様方一人ひとりの大きな成長に繋がっていく、これは皆さんの成長イコー

ル地域の発展にも繋がってまいるわけでありますので、是非しっかりお努めをいただきたい

と思います。そして委員長として、やっぱり一番大切なこと、これはお預かりしているメン

バーの皆さんをいかに成長に導けるかであると思います。重ね重ねになりますが、委員長と

して、勿論担当の事業というのはあるわけでありますが、委員長という立場で、いかにどう

やってメンバーと接することができるか、そしてメンバーに成長を与えることができるか。

これも委員長・副委員長として重要な役割になりますので、しっかりと大きな心と熱い心と

面倒見のよい心で最後までメンバー一人ひとりを見てあげてほしい、向き合ってほしいなと

思います。そしてこれも副理事長の皆様からお伝えいただいていると思うのですが、ビジタ

ー拡大の件であります。決して組織を維持するためにメンバーが必要というわけではないの

です。これは常日頃から私は言っておりますけれども、維持するためには人数は必要なので

すが、ただそれが目的ではない。我々は運動体ですから、やはり１人でも多くの市民を巻き

込む。我々のよき理解者、我々のよき同士となっていただくことがイコールこの町の発展に

繋がるわけであります。皆様方も是非思い起こしていただきたいのは、ＪＣに入る前の自分



と今の自分。成長できたと思いませんか。会社がよくなっていると思いませんか。周りの人

間関係が広がっていると思いませんか。是非１人でも多く自分と同じようないい思いをさせ

ていただきたいというふうに思うわけであります。恥ずかしがらないで是非堂々とＪＣに誘

っていただきたいと思いますし、ビジターで連れてきていただければ、私を含め正副、副理

事長も共にしっかりとお話をさせていただいて、ＪＣの意義、そして魅力というものをお伝

えしてまいりたいと思いますので、明日、日本ＪＣの小畑直前会頭がいらっしゃいますけれ

ども、明日是非連れてきていただきたいと思いますし、また９月例会にありますストリート

ダンス選手権、こちらも非常に子どもたちが活躍する機会が多くあって、分かりやすいと思

うのです我々の事業・運動というのが、そちらにも１人でも多くのビジターを連れてきてい

ただきたいというふうに思います。今日の議案でも決算報告議案というのが多く上がってき

ております。もちろん、一年一年ひとつひとつの事業を検証するのが非常に大切であります

が、次年度が動き出している時期でありますから、さらに次年度にイメージが付きやすく分

かりやすいと思いますので、そういったものをしっかりとイメージしながら、作っていただ

きたいと思います。	 

	 最後に、人事でありますから、今年、来年、それぞれ色々個人で思い入れがあると思いま

す。来年、たとえば理事に当選された方は、非常に今モチベーションが上がっている時期で

あります。反面、理事に当選したくてもできなかったという方は必ずいると思うのです。そ

ういった人たちへの気配りということも、頭の中にしっかりと入れて、これから進めていっ

ていただきたいと思います。きっと顔には出さないです皆。でもこれは思っている人という

のは必ずいると思いますし、もちろん今年の運動を進めるのも大切だと思うのですが、来年

に上手く移行していく、そして宇都宮青年会議所を今年よりも来年いい組織にしていかない

といけないのです。ＪＣは単年度制ですから、これは運動にしても組織としても、必ず進化

させていかなくてはいけないのです。これは一人ひとりの気配りもそうでありますし、事業

計画というのもしっかり真摯に、まあ段取り八分とは仕事でも言いますが、そういうことも

頭の中にしっかりと入れていただいて、今年そして次年度が合わさるこの時期を過ごしてい

ただきたいと思います。	 

	 それでは、本日の理事会もどうぞ最後までよろしくお願いいたします。ありがとうござい

ました。	 

	 	 	 	 

	 	 

１１.直前理事長挨拶	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＜福田(治)＞	 

	 

遅参のため省略	 

	 

１２.役員報告	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

＜八木＞	 	 先ほど理事長の方からもお願いしていただきましたが、引き続き是非ビジター

の会員拡大の方をお願いいたします。	 

	 

＜金＞	 	 	 日本青年会議所国際グループ会議	 	 	 

８月２９日（金）宇都宮で国際グループ会議開催	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

＜小瀧＞	 	 ８月３０日(土)の松山全国大会の総決起集会に、私と山田君で行ってまいり

ます。全国大会もいよいよ大詰めですので、我々出向者がＬＯＭの諸会議等

出られないこともございますが、ご理解とご協力の程よろしくお願いいたし

ます。	 	 

	 

＜船見＞	 	 関東地区大会ＮＡＲＩＴＡ大会	 場所	 成田国際文化会館	 

	 	 	 	 	 	 ９月２８日(日)	 



	 

＜中島(崇)＞関東地区大会ＮＡＲＩＴＡ大会ですが、２０名近い出向者も出させていただい

ておりますが、予算の方も全メンバー登録ということで入れさせていただいて

おりますので、是非１人でも多くのメンバーの動員を、理事メンバーを中心に

かけていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。	 

	 

	 

１３.	 審議事項	 

	 

審−０１	 ５月例会	 わんぱく相撲宇都宮場所	 開催報告並びに決算（案）承認の件	 

	 

審議資料に基づき、相馬委員長より上程文の読み上げ。	 

	 

＜村上＞	 	 渡邊副議長コメントお願いします。	 

	 

＜渡邊＞	 	 事業報告書の中の事業対象者、「宇都宮ＪＣメンバーそして市民の皆様」とな

っていますが、こちらは市民の方が最初に来て、あとがＪＣメンバーという

ふうに直します。大変申しわけありませんでした。	 

	 

＜飯沼＞	 	 フォーマット的なところ事前に気づけず、申しわけありません。議案上程スケ

ジュールおよび対応のところですが、昨日臨時の法令審査会議をやっていただ

いていると思いますが、こちらは第４回ではなく、第７回の臨時法令審査会議

となっておりますので、そちらを訂正の上、議案を総務までいただければと思

います。よろしくお願いいたします。	 

	 

＜村上＞	 	 ご指摘のところを最終的に直していただけばと思います。	 

	 

＜村上＞	 	 ご意見・ご質問よろしくお願いいたします。	 

山田副議長いかがでしょうか。	 

	 

＜山田＞	 	 特段ございません。	 

	 

	 

【採決】	 全会一致	 審議可決	 

	 

	 

審−０２	 ６月例会	 ＡＳＰＡＣ山形大会	 対応計画	 報告並びに決算（案）承認の件	 

	 

審議資料に基づき、豊崎委員長より上程文の読み上げ。	 

	 

＜村上＞	 	 橋本事務局長補足ございますか。	 

	 

＜橋本＞	 	 特段ございません。	 

	 

＜村上＞	 	 廣田議長コメントお願いします。	 

	 

＜廣田＞	 	 特段ございません。	 

	 

＜村上＞	 	 一点確認ですが、タイトルが変わっていないでしょうか。ＡＳＰＡＣ山形大会



対応計画ではなかったでしょうか。	 	 

５月３０日の臨時理事会では、ＡＳＰＡＣ山形大会	 対応計画並びに予算(案)

で審議を取っているはずですので、こちらの報告決算も同じタイトルにしてく

ださい。よろしくお願いいたします。	 

	 

＜鈴木＞	 	 このＡＳＰＡＣを通じて、豊崎委員長が感じたことを教えてください。	 

	 

＜豊崎＞	 	 はじめての試みで計画とおりにいかなかった点が多かったのですが、ＡＳＰＡ

Ｃ大会に参加していただいた皆様が本当に積極的に交流だったり、学びだっ

たりというものを取り入れる姿勢というのが大会期間中よく見られたという

のが、私の率直な意見として、やってよかったなという感想を持ちました。	 

	 

	 

【採決】	 全会一致	 審議可決	 

	 

	 

審−０３	 ６月事業全国大会招致関連事業	 開催報告並びに決算（案）承認の件	 

	 

審議資料に基づき、福田副議長より上程文の読み上げ。	 

	 

＜福田(弘)＞タイトルですが、６月全国大会招致関連事業が正式なものとなります。訂正さ

せていただきます。申しわけありません。	 

	 	 	 	 	 	 	 

＜村上＞	 	 羽石議長補足ございますか。	 

	 

＜羽石＞	 	 当日はあいにくの天候の中、多くの方々にご協力いただき、ありがとうござい

ました。私の意見としましては、別にまとめさせていただきましたので、ご

一読いただければと思います。以上です。	 

	 

＜村上＞	 	 廣田議長コメントお願いします。	 

	 

＜廣田＞	 	 特段ございません。	 

	 

	 

【採決】	 全会一致	 審議可決	 

	 

	 

審−０４	 １０月例会心のふれあい事業	 開催計画並びに予算（案）承認の件	 

	 

審議資料に基づき、木村委員長より上程文の読み上げ。	 

	 

＜村上＞	 	 金常任補足お願いします。	 

	 

＜金＞	 	 	 特段ございません。	 

	 

＜村上＞	 	 廣田議長コメントお願いたします。	 

	 

＜廣田＞	 	 特段ございません。	 

	 



＜飯沼＞	 	 昨日お受けになった臨時法令審査会議が、意見と対応および議案上程スケジュ

ールから抜けておりますので、第７回臨時法令審査会議をご記入いただきた

く思います。よろしくお願いいたします。	 

	 

＜村上＞	 	 事業計画の色塗りがされておりませんので、こちらは色塗りした形で最終的に

資料を揃えていただきたいと思います。	 

	 	 	 

＜八木＞	 	 添付資料である視察のマナーについての意見ですが、目を通させていただいて、

これを読むだけでもフォローを寄せるきっかけになるかなと思いましたので、

是非足を運べない方に対しても、こういったマナーだけでも目を通していた

だくような広報をしていただければと思います。	 

表題の誤字の修正もお願いいたします。	 

	 

＜村上＞	 	 メーリング等で、なるべく多くの人に広報してください。	 

被災地視察とかも入っていますので、ＪＣがこういうことをやっていること

に興味を持つ市民の方もいると思います。隣の県に行く例会ではありますが、

前向きに捉えていただいて、ビジターのほうもお声掛けいただきたいと思い

ます。	 

	 

	 

【採決】	 全会一致	 審議可決	 

	 

審−０５	 ８月新入会員認証（案）承認の件	 

	 

審議資料に基づき、八木副議長より上程文の読み上げ。	 

	 

＜村上＞	 	 太城議長補足お願いします。	 

	 

＜太城＞	 	 特段ございません。	 

	 

	 

【採決】	 全会一致	 審議可決	 

	 

	 

	 

１４.協議事項	 

	 

協−０１	 １１月例会	 まちづくり事業開催計画並びに予算（案）について	 

	 

	 	 	 協議資料に基づき、梅田副委員長より上程文の読み上げ。	 

	 

＜中島(崇)＞議案ですが、全体的に誤字が見受けられる部分がございますので、そちらを審

議までには対応してください。	 

具体的にはスイーツがひらがなになっていたりＣＳＲ企業がＳＣＲ企業とな

っていたりしています。前回常任理事会からの変更点というところで、いろ

いろな意見をいただいたと思います。たとえば、「自治会のプレゼンとはどう

いうものなのか確認していますでしょうか」ですとか、いろいろな意見があ

ったと思うのですが、そういったところのプレゼン内容はどうなっているの

かというのは、今回も反映されていないと思いますので、どういったものを



自治会と考えているのかというのを添付していただきたいと思います。	 

常任理事会でいただいたいろいろなご意見から、細かなところで今ご上程い

ただいた変更点が出てきたかと思います。ですが、常任理事会の中で、事業

の方向性としていただいたような意見が、実際にはご対応いただけていない

か、あまり変わっていないというのが、常任理事会構成メンバーの皆さんは

ご覧いただいて思った方が多いのではないかと思います。その点に関して、

この理事会に向かっていくにあたってどういうふうな考え方を持ってこの議

案でこの理事会に臨んできたのかというところは、一度ご説明をいただきた

いと思いますので、よろしいでしょうか。	 

	 

＜梅田＞	 	 大枠が変わっていないというのは、具体的にどの部分でしょうか。	 

	 

＜中島(崇)＞事業の作り方といいますか、もちろん目的を達成するためにこれが必要だとい

う書き方をしているのだと思うのですが、それに対して本当にこの目的を達成

できるのでしょうかという意見を、常任理事会の中でかなりいただいていたか

と思います。実際に中身を見たときに、理事会から根本的に変わった、この事

業ならば確実に目標を達成できるというところまで実際に変わっているのか

というところが、疑問点が残る部分ということです。	 

	 

＜林＞	 	 	 前回の常任理事会は、所用で出席できませんでしたことをお詫び申し上げます。

申しわけありませんでした。前回の常任理事会のご報告をいただきまして、

委員会としましては、今後はどういった方向で委員会を進めていくのかとい

う部分について、もう一度改めて見つめなおしました。委員会としましては、

これまで上程を何ヶ月か積み重ねてきまして、その中では０ベースを２回に

して、今回は３回目の内容を組み立てて構築しております。この議案に対す

る思いというものも非常にございまして、やはり市民が主役のまちづくりと

いうものを達成するために、果たして自分たちが何をすべきなのかというと

ころを再度見直しております。委員会としましては、市民が主役という部分

におきまして、まちづくり団体として一番身近な自治会、そしてそれに付随

していくＮＰＯ団体・市民団体にスポットを当てた事業をしていきたいとい

う強い思いがございまして、手法が目的達成のためには最善であると結論を

出しまして、今回再び上程させていただいております。	 

	 

＜鈴木(善)＞前回の理事会で最終決断として、審議までまだ時間があるので、改めて委員会

の方で持ち帰っていただいて再度精査し直し検討してよりよいものを作って

いきませんか、ということで認識をしていたのです。今回議案のほうを見させ

ていただくと、率直に言わせていただくとあまり変わっていないなというふう

に思います。そうなりますと、前回の理事会でそれが別に悪いわけではなく、

もっとこういうふうにしたほうがいいのではないかという意見を私たちのほ

うで出したと思うのです。それに対してまた同じような議案を出していただい

たとしても、前回の理事会は何だったのかなというふうに思ってしまう部分が

あります。それに関しましても、逆に前回の理事会の意見等を取り入れ、この

ように構築してみましたというものが見てみたかったというのもあります。こ

の件に関しましては、委員会や委員長のほうでどのような決断を出したのかお

話しいただきたいと思います。	 

	 

＜中島(晴)＞前回理事会からいろいろご意見いただきまして、検討していきました結果、林

常任からもお話しいただきましたとおり、市民としての一番身近なまちづく

り団体としての自治会、それとその他のＮＰＯ団体・ＣＳＲ企業・学生さん



などと連携を取り、まちづくりという部分につきまして市民全体に広げてい

きたいという思いがまずひとつあります。そしてその部分に無関心相応の市

民の皆様に来ていただきまして、意識の変革に繋げて考えていきたいと考え

ました。前回からＮＰＯ団体さんですとか自治会さんと協議させていただい

た結果、前回まではアワードといった内容で表彰させていただいて、そこの

内容のプレゼンと考えていたところですが、他の市民団体に関しましては、

活動の内容を一般的にしてほしいとの部分がありまして、プレゼンという内

容に変えさせていただきました。変更というところに関しましては、アワー

ドとプレゼンというところで大きな違いはないように思われますが、ＮＰＯ

団体などといった団体を全て含めて行う事業が今までなかった部分でござい

まして、新たな試みとして、前進として構築したいなというふうに考え、事

業の構築に至りました。	 

	 

＜木村(武)＞先程鈴木委員長からも出たと思いますが、この参加員計画を見ても、５００人

中４３０人が自治会連合会となっています。自治会の取り組みとか帰属意識

をというのであれば、そのプレゼンテーションを見ていただく側の参加者・

市民の場所を選定して、多く集められる手法を取り入れてやるべきではない

のかなと思います。また私も宇都宮の自治会のプレゼンテーションというも

のをいろいろ調べさせていただきましたが、清掃や、自治会の体育大会・夏

祭りなど、似たり寄ったりが多いのです。逆にここにプラスその他の地域で、

自治会単位で動いていろいろな所と協力して成功した事例というものがある

ので、そういったものを展示して見せたり、このダニエル・カールさんも、

もう少し精査してもらったり、多分その地域のまちづくりに突起した講師が

いると思うので、そういったものを精査してもらえるといいと思います。	 

	 

＜高松＞	 	 もりだくさんでありますが、スイーツタイムというのがあって、２，２００食

を提供するかと思いますが、スケジュールだと５分です。５分で２，２００

食を出すとなるとかなりタイトなイメージなのですが、時間の精査をされた

方がいいのかと思いました。あくまでも意見ですが、市民を動員するのに難

しい事業だと思います。もちろん動員について委員会の皆様が頑張るのは分

かっていると思うのですが、来ないのを前提として事業を進めてもいいのか

なと思いますので、動員の人数にこだわらずに、事業を計画していただいた

方が僕はいいかと思います。それをふまえた上で委員会の方でどうやって人

を呼ぼうかなど検討いただければと思います。	 

	 

＜梅田＞	 	 ありがとうございます。スイーツタイムの件ですが、スイーツタイムに入りま

すが、会場のレイアウトを見ていただければわかるのですが、最初にこのテ

ーブルの上にスイーツの半分をあらかじめ用意しておいて、プレゼンテーシ

ョンは２部制ですが、プレゼンテーションの１部が終わったと同時に、残り

半分のスイーツを出す予定であります。	 

	 	 	 

＜山田＞	 	 参加団体駐車場は中央小学校グラウンドを使われるということで、どのように

駐車されるかのレイアウトを添付された方がいいと思います。	 

	 

＜鈴木(善)＞予算が１５０万円付いているので、その使い方を考えなくてはいけないと思い

ますが、その中で梨を協賛企業とプレゼンをしていただいた自治会に渡すの

ですよね。１つ３０００円くらいの梨を、協賛企業などに渡すというのはど

うなのでしょうか。何が言いたいかというと、その１５０万円を使って一般

市民５００名を呼びます、その内訳として５０万円が講師関係費ですよね。



その他に梨のお金とかいうと、ＲＯＭメンバーの年会費を使って私たちは事

業をやっていると思いますので、もしかしたらこれは見合っているのかもし

れませんが、逆に１５０万円かけるのであれば、もっと幅広く、せっかく大

きな事業なので、もっと幅広く市民にみていただくといいと思いますし、お

金の使い道というのも、もう少し考え直していただければと思います。	 

	 

＜太城＞	 	 いろいろ書いてあるのでわけ分からなくなってしまっているかもしれません

が、一言でいうと、どういった例会なのでしょうか。	 

	 

＜梅田＞	 	 １０団体の自治会を支援されている方や学生さんにプレゼンをしていただい

て、多くの市民の方にその活動を知っていただくという事業であります。	 

	 

＜太城＞	 	 そうなると、この事業名の「繋がろう	 広がろう	 地域のまちづくりコミュニ

ティ」というところまでいっていないような気がしますが。ただ自治会がや

っていることを発表したというところでとまっているような気がするのです。

このタイトルを付けるなら、そこからどうするのかというのが必要になって

くるのではないかと思います。	 

	 

＜新妻＞	 	 プレゼンのあとの来場者に対する意識調査報告で、「お住まいの地域の問題解

決に繋がったと思う方は青い紙・問題に繋がらない、解決に当てはまらない

方は赤い紙を上げてください」とあるのですが、結構な方が赤を上げられて

しまったら、僕たちは何をやっていたのだろうということになってしまいま

すので、たとえば赤を上げないとか、解決に繋がった方だけあげるとかした

方がいいのではないかと思います。	 

	 

＜木村(武)＞大学生とかも巻き込むような形になっていると思うのですが、それだと鈴木委

員長のいうとおり５００名だと少ないと思います。そして太城議長のいうと

おり、発展性を市民に聞いていただいて、何かそこから発展性が出てはじめ

て目的に入っている、帰属意識を調整するということにつながると思うので、

もう少し参加推進方法を精査していただいて、大学生を多く呼んでいただい

て、大学生も一人暮らししていれば、自分で自治会とかに入ると思います。

それで参加していない人に帰属意識を持たせるとか、そういうことにつなが

ると思うので、自治会もすごく難しい団体だと思うので、そこらへんもしっ

かり見つめて進めていただければまた違った方向性の事業になると思います。	 

	 

＜鈴木(善)＞何度も申しわけありません。ここにいる皆さんはどうか分かりませんが、私的

には納得いきません。私が前回の理事会からこうしてほしいとあったのは、

これだけの１０種の企業、大学とＪＣが連携して一つの事業を構築するので

あれば、このタイトルどおりになると思います。この自治会がこういう活動

をしてきました、企業はこうしていきました、我々ＪＣもまちづくりのため

に何かをやってきたというのがひとつにまとまって、ひとつの事業を展開す

るというのが「繋がるまちづくりフェスタ」になるのではないかなと。ただ

これだけだとプレゼン大会、自分たちはこれをやっている、大学ではこれを

やっているという報告だけになってしまうのではないかと思います。となる

と、これは私個人の意見ですが、そこと一緒になって何か１つのことを展開

することが出来たら面白いのではないかと思ってしまいます。今更ではあり

ますが、まだ頑張れば間に合うのではないでしょうか。まず現段階でここに

出てきている自治会さん・企業さんは前向きです。ということは、その団体

と打ち合わせをしてひとつの事業を構築するというのも手法であるのではな



いかなと思います。	 

	 

＜船見＞	 	 今回の会場レイアウト図を拝見しまして、展示物がメインとなっていると思い

ますが、飲食ブースというものは今回設けないのでしょうか。	 

	 

＜梅田＞	 	 今このブースが１０個できていますが、それぞれのブースでスイーツを配布す

る場所を設けていまして、あとお茶を出すブースも団体と合わせて出してい

くような形で考えています。	 

	 

＜高松＞	 	 自治会さんの方は、今自治会連合会さんとお話をされていて、これからどこの

自治会が出るとかはこれから決めるということでよかったのでしょうか。	 

	 

＜梅田＞	 	 自治会５団体は大きく分けて５ブロックに分かれているので、そのブロックご

とに決めていただいてプレゼンしていただくような形で進めて行っておりま

す。	 

	 

＜太城＞	 	 私のほうで心配な部分ですが、自治会のイメージとしては年配の方が会長をや

っているものなのですが、プレゼントなるとそれなりの資料作成のスキルと

かプレゼンのスキルとかが必要になってくると思います。それを考慮せず会

長さんが引き受け、やっぱりできませんとか、逆に恥をかかせてしまうとか

そういったことが起き得ると感じますが、そのへんの対応はどうなっている

のでしょうか。	 

	 

＜梅田＞	 	 プレゼン方法やパネル展示は、我々宇都宮ＪＣと各団体さんが検討しながら、

一緒に作って進めていきたいと考えております。	 	 	 

	 

＜中島(崇)＞委員会が主導で作るということでしょうか。	 

	 

＜梅田＞	 	 そういうわけではないです。	 

	 

＜中島(崇)＞たとえばプレゼンにパワーポイントを使うとしたら、パワーポイントの資料だ

とかは、自治会さんが作って、プレゼン方法とかはリハーサルなどを行って委

員会が確認して、もっとこうした方がいいですよとか、そういうのを一緒にや

っていくということでよろしいですか。	 

	 

＜梅田＞	 	 そうです。	 

	 

＜太城＞	 	 何となくできないと言われそうな予感がするので、もしこのまま進めるのであ

れば、委員会メンバーにも相当なスキルや負担が求められてくると思いますが、

そのへんの対応もしっかりされたほうがいいと思います。	 

	 	 	 

＜金＞	 	 	 前回の常任理事会でメグローザさんのＭＣ司会について質問があったと思い

ますが、ダニエル・カールさんにメインＭＣを務めていただくことになって

いますが、ではこの方は必要なのでしょうか。	 

	 

＜梅田＞	 	 メグローサさんには、司会進行をお願いしようと思っています。	 

	 

＜金＞	 	 	 これはメンバーとかで司会進行を行なうのとどう違うのか、ご説明ください。	 

	 



＜梅田＞	 	 自治会のプレゼンとかはどうしても堅いイメージなので、メグローサさんはど

ちらかというと和やかな感じのＭＣの方なので、そういった方にやっていた

だいて、会場の堅いイメージを柔らかくしていただこうかという考えで選定

いたしました。	 

	 

＜金＞	 	 	 メグローサさんを十二分に発揮できるような打ち合わせ等を進めていただけ

ればと思います。	 

	 

＜木村(武)＞この自治会に入っているけど来ていないという若い世代とかも入っているの

ですが、逆にそういう人たちの自治会に対するイメージというのを、自治会

側に聞いてもらう。お年寄りの方が多く堅いイメージなので、もっと若い人

に入りやすくするなど、そういった自治会も若い世代を取り込めるような発

展する設えをしていただくといいのかなと思います。	 

	 	 	 

＜羽石＞	 	 常任意見の１１を見させて頂き、今回プレゼンテーションとトークショーをひ

とつにまとめて、最後にまちづくり共同宣言を行うこととしますという記載

がありますが、このまちづくり共同宣言を行う目的や、いつ誰に対してどの

ように発表するのか教えてください。	 

	 

＜梅田＞	 	 プレゼンテーションが終わり次第、各自治会・連合会の会長さん、ＮＰＯ法人

のトップの方、そして行政の方、今は佐藤市長を考えていますが、村上理事

長、みんなでまちづくりをして市民が主役で連携できるような共同宣言を、

今日は資料添付していないのですが、考えております。	 

	 

＜羽石＞	 	 これは調印式みたいなものをするという認識でよろしいでしょうか。	 

	 

＜梅田＞	 	 そうです。	 

	 

＜船見＞	 	 このＮＰＯ参加依頼リストがあると思いますが、このリストの中のＮＰＯ法人

しか呼ばないのか、これ以外の団体にもお声かけしてよろしいのでしょうか。	 

	 

＜梅田＞	 	 ＮＰＯ法人は３団体を考えております。声かけはまだ１団体にしかしていない

ですが、今後そういう事も委員会で上げて話し合っていきたいと思っていま

す。	 

	 

＜八木＞	 	 ビジターの案内文の送付先についてですが、今回一緒に関わっていただくＮＰ

Ｏ団体とか自治会さんとか、こちらですでに活動されている方というのはお

そらく多くいらっしゃると思います。こういった方たちと接触しているとき

に、ビジターの案内などをお送りするような、もしくはご案内するようなご

予定はございますか。	 

	 

＜梅田＞	 	 そのようなことも視野に入れながら、検討していきます。	 

	 

＜八木＞	 	 先日ＮＰＯが集うフェスのようなものに参加しましたが、ＮＰＯ団体に入って

いる方は会社以外にも他の会に介するような諸団体に入られている方が多く

いらっしゃいました。ＮＰＯの団体の方というのは、ひとつの課題を解決す

るためにやっていらっしゃる方が多いのですが、その気持ちの矛先自体が

我々のようなＪＣを知ることで、その方たちがいろいろな解決する課題に触

れるきっかけとなると思いますので、機会を提供するという観点でもＪＣの



存在を知らせてみてください。	 

	 

＜中島(崇)＞理事長コメントをお願いします。	 

	 

＜村上＞	 	 議案の書き方と説明の仕方、言葉足らずな部分が多くて、趣旨が伝わりきれて

ないのかなというふうに感じました。いろいろな細かいことが書いてあるの

で、議案所自体のポイントが見にくくなっているようです。太城議長も結局

どういうことだというふうになっていて、発信で終わってしまうでしょうと

ありました。ただ、これは書かれていることはそうではないと思います。鈴

木委員長が言っていたように、何かＪＣとしてまとめてやったらいいのでは

ないかという意見が出ていましたが、それは共同宣言のことだよね、と僕は

思います。この共同宣言というのが肝で、これはとても可能性があってＪＣ

としての運動であると思います。新妻委員長が良いことを言っていましたが、

紙を上げるとか、この聞き方というものをもう少し考えた方がいいというこ

とですね。プレゼンテーションしていく、そして来ている人から意見を集約

していく、そこで集約された意見を元に共同宣言を作っていく。そしてＮＰ

Ｏ団体、自治体、ＪＣも含めて同じ方向で向かっていこうよ、というのが共

同宣言だと思うので、これはやっていることはまちづくりフェスタというよ

りは執行準備だと思います。そういうところをポンポンと打ちだせば、もっ

と分かりやすい事業になるような気がします。	 

	 あといろいろと意見がありましたが、動員の点で、プレゼンテーションする

団体しか参加できませんよというような雰囲気があります。これは木村委員

長も言っていましたが、無関心の人も参加しても良いと思います。そういう

方たちがもっと参加すべきだと思うし。大きな流れとしては、形が出来てい

ると思います。共同宣言の内容も含めて、その動きのある方向性の宣言を出

した方がいいと思いますが、細かいところでこれを活かすことはもっとある

と思いますので、そこはもう少し突き詰めていってほしいなと思いますし、

参加する人も限定をしたら、たとえばダニエル・カールさんを呼ぶ必要ない

よね、となってしまいます。有名人を呼ぶのであれば、ある程度の客寄せの

観点があると思います。メグローサさんを呼ぶのなら、この方はＭＣとして

会場を盛り上げて一体感を出せる人だからこそ呼ぶわけですから、その辺は

明確に理事の方に伝えられるようにしていただきたいと思います。非常に可

能性のある事業だと思いますので、期待しております。	 

	 

	 

協－０２	 ８月新入会員認証（案）について	 

	 

	 	 	 	 協議資料に基づき、八木副議長より上程文の読み上げ。	 

	 

	 

＜八木＞	 	 大塚君のＥメールアドレスについてですが、頭文字のＡを、小文字に訂正くだ

さい。	 

	 

＜中島(崇)＞理事長コメントをお願いします。	 

	 

＜村上＞	 	 一点確認です。本人が書いているのなら問題ないのですが、このＥメールアド

レスは大丈夫なのでしょうか。	 

	 

＜八木＞	 	 理事会構成メンバー以上になりますと、会社に届け出をしなくてはならなく、



一般メンバーの場合はこちらで問題ありません。	 

	 

＜八木＞	 	 特段問題ないようでしたら、審議格上げの動議をお願いいたします。	 

	 

＜中島(崇)＞審議格上げの道議がございました。セコンドされる理事の方、右手挙手を	 	 

お願いいたします。	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 羽石議長	 安野副議長	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 全会一致	 審議格上げ	 審議事項５番項	 

	 

	 

１５．報告事項	 

	 

報−０１	 	 対外出向者について	 

	 

＜中島(崇)＞ご一読ください。	 

	 

	 

報−０２	 年間公式スケジュールについて	 	 

	 	 	 	 	 	 

＜中島(崇)＞ご一読ください。	 

	 

	 

報−０３	 ２０１４年度カレンダーについて	 

	 	 	 	 	 	 

＜中島(崇)＞ご一読ください。	 

	 

	 

報−０４	 年会費未納者の報告について	 

	 

＜宮林＞	 	 年会費の未納者の報告でございますが、今回は督促状に警告文を付ける形で発

送させていただくこととなっております。愉快な内容ではないのですが、除名

ということが迫ってまいりましたので、是非皆様に再度納入についてご協力い

ただくようお願い致します。	 

	 

	 

報−０５	 特別会員入金状況について	 

	 

＜中島(崇)＞ご一読ください。	 

	 

	 

報−０６	 	 

	 

＜中島(崇)＞ご一読ください。	 

	 	 	 	 	 	 

	 

報−０７	 ビジター報告について	 

	 

	 



報－０８	 ビジター名簿について	 

	 

＜太城＞	 	 引き続きビジターのご紹介をお願い致します。	 

	 

＜中島(崇)＞明日の小畑直前会頭の講演会、ビジターの動員を一丸となって頑張ってまいり

ましょう。	 

	 

	 

報-０９	 職務執行報告について	 

	 

＜中島(崇)＞理事長と専務理事の職務執行の状況を理事会に報告しなければならないとい

うことでございますので、ご報告とさせていただきます。内容につきましては、

添付資料をご確認ください。	 

	 

	 

	 

報－１０	 立入検査の報告について	 

	 	 

＜廣田＞	 	 ７月２８日に総会の前段で県の立入検査を受けました。ご協力いただいた理事

長、専務、専務経験者の方々、本当にありがとうございました。添付資料にも

記載させていただいておりますが、認定基準の違反はなかったということで、

めでたく今後とも公益としてやっていけることになりました。ただ、何点か宿

題が残されていますので、そちらは今後対応していきたいと思います。詳細は

添付資料を参照していただき、対応経過はまた理事会にて報告させていただき

たいと思います。ご協力ありがとうございました。	 

	 

＜中島(崇)＞立入検査の件について、実際に県提出用計画書・報告書を作成されるのは委員

長と副委員長の皆様ですので、内容を必ず確認してください。県の方が計画

書・報告書の一言一句まで見ていますので、指導はもちろん法令会計の公務と

させていただきますが、作成するときにいろいろなところを注意しなくてはな

らないというところで、細かな点も記載させておりますので、必ず内容は確認

するようにしてください。よろしくお願い致します。	 

	 

	 

報－１１	 次回開催について	 	 

	 

９月２４日（水）	 １９：００～	 コンセーレにて開催。	 

	 

	 

＜中島(崇)＞最後に、年会費未納について理事長よりコメントがございます。	 

	 

＜村上＞	 	 年会費未納の件も含めてですが、ＪＣの長い歴史の中で、スポンサーというの

がそれぞれいます。最近スポンサーシップ制度というのが敬愛化しているとい

うか、形だけになっているような気がして、認識をしていない理事の方もいる

ように思えます。自分のスポンサーは誰だか皆さん自覚していますか。推薦人

の名前、このビジターの先程の審議資料にもありましたが、要はＪＣの場合は

スポンサーが身元保証人になります。これは昔からのＪＣの文化でして、昔で

いえば、年会費未納者の分はスポンサーが払わなくてはいけないのです。今は

そんなことは言いませんが、少なくとも年会費未納の方、逆に自分がスポンサ



ーになっている、自分が推薦人になっているメンバーというのは皆さんいらっ

しゃると思います。これは一人ひとり聞いていってほしいです。悩み事はない

か、相談事はないかというのを、未納の方は間違いなく何か悩みがあるのだと

思います。この人たちのスポンサーになっている人たちも、この委員会の委員

長はもちろん、自分の役割として気にかけて欲しいのですが、メンバーに対し

ては心を寄せて、何か悩んでいないか、そういったことを是非気を使ってあげ

て欲しいなと思います。そういったところを徹底していくと、やはり気が付く

ものもありますし、その辺がＪＣの文化としてありますので、理事会構成メン

バーの人は特に責任を持って面倒を見てあげるようにしていきましょう。よろ

しくお願いします。	 

	 

	 

	 

	 

	 

１６．監事講評	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＜澤畑＞	 

	 

お疲れ様でございます。まずは毎回ながら事務、総務委員会、渉外委員会、事務局の皆様

は中弛みすることなく、当たり前のようにやっていただいているのですが、素晴らしい理事

会設営ありがとうございます。これは手を抜いているということがないなと思います。本当

に素晴らしい設営だなというふうに感じます。何一つ変わらない。当たり前の事だけど、当

たり前のことが一番難しいです。本当にありがとうございます。	 

今日冒頭、私もブロックを進行しておりますので、高松副会長セクとして、ブロックのＰ

Ｒに来ていただいて、私もあの頃、去年あんなことやっていたな、なんて思いながら。その

頃着ていたスーツを今年はじめて着てみたのですが、ベルトをしていますがベルトがいらな

いくらいになっています。何が言いたいかというと、人としては成長していないけど、体は

成長したという次第でございます。当日は完璧なパネル展示を高松副会長とともにやってい

きたいなと思っております。	 

監事講評としては、予定者の段階から約一年になると思います。一年たった理事会構成メ

ンバー、理事の人たちにいうというのは我々幹事も全然楽しいわけではなくて、できれば「素

晴らしかったです」と言って終わりたかったのですが、もう一回いうしかないなと思いまし

たので、言わせていただきたいのですが、全体的に簡単に言いますと、もう少し理事一人ひ

とりが、自分の右手の重さを、ただはいと上げて、はいと下ろして、軽く上げるものではな

いですね。上げるなと言っているわけではないのですが、質問する側、受ける側、そして審

議の時に上げる右手。皆さんの右手には何人の人がいるかなというところをもう一度考えて

いただきたいと思います。委員会メンバーが、もしかしたらあなたに任せていられないよ、

と思っている人がいるかもしれない。勝手に右手を上げてこないでよと怒っているかもしれ

ない。あなたたちが上げた右手を、委員会に戻ったときにきちんと説明できるのかな、と思

うのです。一年経ちましたが、それをもう１回考えてほしい。作る側はもちろん真摯に受け

止めて作らなくてはいけない、質問する側も仲間として、どういったら良いものになるか、

その中でその右手の重さというものをしっかりと考えて臨んでいただきたいと思っており

ます。そして、ひとつだけ具体的に言いたいことがあって、拡大について少し言いたいなと

思います。今日少し見させていただきましたが、８月認証で１人、ビジターが１人。これこ

そ理事会構成メンバーは考え直さなくては駄目です。８月は大詰めです。認証できるのは１

１月までです。１２月はもうできなくて、本当に最終詰めになってきています。前にも言っ

たと思いますが、拡大委員会はこの時期は宮まつりが終わってからは、さよなら例会に向け

て新人教育もしなければならない。その事業をしたことがない人たちに事業を教えていかな

くてはならない、例会の構築を教えなくてはいけない。だから太城議長をはじめとする拡大

委員会のメンバーは、今本当に大変な時期に入ってきます。そして拡大をしている時間がな



くなってきますので、よく日程を考えいかなくてはいけないのですが、この大詰め時に、８

月認証で１人、ビジターが１人というのは、これこそ大問題だと受け止めてほしいなと思い

ます。そして、当初予定者の段階、今も必ず委員長は見ていただいていると思いますが、委

員会概要にあります、どの委員会も与えられた事業や例会を一生懸命やっていると思います

が、その中で最後に必ず拡大をしなさいと書いてあるはずです。どの委員会もやることです。

例会・事業全て一緒です。そこを読み直していただければ簡単に分かります。自分の委員会

概要に必ず書いてあるはずです。そこをもう一度、終わった委員会もあると思いますが、自

分たちがやる事業がないのであれば、委員会メンバーを集めて拡大のことを話せばいいし、

本来だったら事業をやりながらもやっていかなくてはいけないことなのですが、今一度そこ

の理事としての自分の与えられた立場というのをもう一度考えていただきたいなと思いま

す。それを考えていただければ、全てにおいて上手くいくのではないかと思っておりますの

で、是非とも残り数ヶ月、まだまだ村上年度は終わっていませんので、精一杯走り抜けまし

ょう。以上簡単ですが、監事講評とさせていただきます。ありがとうございました。	 

	 

	 

１７．閉会宣言	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＜中島(崇)＞	 
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